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１　はじめに

　民間サービス・行政サービス問わず，社会のデ

ジタル化が進展しており，スマートフォンを使い

こなせると，友達と簡単に連絡が取れたり，災害

発生時にすぐに避難情報を入手できたりするなど，

より豊かで便利で安全な生活を送ることができる。

　その一方で，スマートフォンを使いこなせない

と，便利なサービスなどのデジタルの恩恵を受け

られないというデジタルデバイドが社会的に問題

となっている。

　宇都宮市も「宇都宮市デジタル共創未来都市ビ

ジョン」において，デジタルデバイド対策の強化

を主要な課題として位置づけており，令和５年度

より新たに，地域で支え合う新たな仕組みとして，

高齢者等のデジタルに不慣れな方にスマートフォ

ンの操作方法などを教える地域のボランティア

「宮デジサポーター」を養成する取組を開始した。

　本稿は，「宮デジサポーター」事業を実施した

背景，取組内容や今後の課題について紹介するも

のであり，デジタルデバイドを解消するための一

つの取組として参考にしていただけたら幸いであ

る。

２　事業実施までの経緯

(1)事業実施の背景

　デジタルデバイド対策の取組は様々あるが，多

くの自治体で実施しているのがスマホ講座である。

　国も「誰一人取り残さない，人に優しいデジタ

ル化」に向け，令和３年度より，「デジタル活用

支援推進事業」を開始し，高齢者をはじめとした

さまざまな方が身近な場所で身近な人からデジタ

ル機器・サービスの利用方法を講習会で学ぶこと

ができる環境の構築を目指している。

　民間事業者においても，携帯ショップ等で独自

のスマホ講座を開催しており，宇都宮市において

も，生涯学習センター等でスマートフォンに関す

る初心者向け講座を開催している。

　このように，国・民間事業者・市がそれぞれで

さまざまなスマホ講座を開催しているが，どれも

数名～数十名の方を集めて講習をする集合形式を

とっている。集合形式では，一度に多くの方を支

援できるというメリットがある一方で，「開催回

数や会場に限りがあり，学習意欲のある全ての方

が受講できない」，また，「受講したとしてもすぐ

に忘れてしまう」，「そもそも，講座への参加のハ

ードルが高く参加しづらい」などの声を市民の方

からいただいており，そのような声にお応えする

ためには，集合形式でのスマホ講座以外の取組が

必要であった。

　具体的には，講座に「行けない，行かない」高

齢者が，ご自身の身近な方から身近な場所で，気

軽に支援を受けられる取組が効果的ではないかと

考えた。まさに，友人との茶飲み話の延長で，ス

マートフォンに関して気軽に相談できるようにす

ることである。

　このような環境を市内全域で構築するためには，

行政だけではなく，地域の多くの方の協力が必要

であり，デジタルに不慣れな方を支援する意欲の

ある市民の方と協力して取り組む「宮デジサポー

ター」事業を開始することとなった。

(2) 意見交換の実施

　「宮デジサポーター」事業の設計にあたっては，

市民の方にどのような活動をしていただくのか，
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どのような方が適任なのかなど，検討すべき事項

は多々あったため，まずは，地域の実情を把握す

るため，地区市民センター職員や，自治会，市民

団体などの地域活動団体との意見交換を実施した。

　意見交換でいただいた主なご意見としては，デ

ジタルに不慣れな方はスマートフォンに関する抵

抗感が潜在的に存在しており，まずはスマートフ

ォンが便利で楽しいものであると知っていただく

必要があるということ，また，高齢者は教わる方

との関係性も重視しており，自分のわからないこ

とを理解してくれる目線の同じ同世代の方に教わ

りたいとのことであった。

　地域のご意見を集約すると，顔見知りなどの親

近感の湧きやすい地域の方と，楽しくスマートフ

ォンの勉強ができる形が今，求められているとい

うことが見えてきた。

　そこで，「宮デジサポーター」には，自身ので

きる範囲で，所属する地域活動団体や身の回りの

高齢者等からの相談対応や，集会所等での自主的

な勉強会の開催など，既存のコミュニティを活か

して楽しみながらスマートフォンの操作方法等を

教える活動をしていただきたいと考えた。

(3) 講師・講座内容の検討

　前段のような活動をしていただける方を養成す

るため，講座内容の検討を開始した。はじめは講

座の講師を民間事業者に依頼しようと考えていた

が，宇都宮市が目指す「宮デジサポーター」の姿

は，スマートフォンに関する正しい知識を教える

だけでなく「地域の方と同じ目線で，楽しみなが

ら互いに学ぶこと」であったため，これらを重視

したスマホ勉強会を開催している方に講師を依頼

したいと考えを改めた。

　そこで，民間事業者以外にも目を向けてみると，

「会いてイ（ＩＴ）なかまの会」という市民団体が，

宇都宮市の河内地区で出張型のスマホ勉強会を開

催しており，同世代の少しわかる人がわからない

人に教えるという「教え合い」でスマートフォン

の知識向上を図っていた（写真１）。まさに，宇

都宮市が目指す「宮デジサポーター」の姿を既に

実践されていることから，「会いてイ（ＩＴ）な

かまの会」の会長である藍原安吉様に講師を依頼

することにした。

写真１　「会いてイ（ＩＴ）なかまの会」の活動の様子

本市撮影

　「宮デジサポーター」のようなスマートフォン

の操作方法を教えるボランティアを養成する取組

は他自治体でも実施しているが，多くの自治体で

は民間事業者に講師を依頼しており，地域で実践

している市民団体に講師を依頼したことは本事業

の特色の一つであると言える。

　そうした中，講座内容について，藍原様と議論

を重ねながら，以下のとおりとした（表１）。

表１　宮デジサポーター講座の開催日・講座内容

開催日 講座内容

 9月 9日 宮デジサポーターの説明と教える際
の心構え

 9月23日 うつのみや健康ポイントアプリなどの
行政サービスの使い方

 9月30日 宮デジサポーター体験

筆者作成

　１日２時間，３日間にわたり合計６時間の講座

とし，本講座を通じて，人に教えるスキルの習得

●地域で共に支え合うデジタルデバイド対策　～地域のボランティア「宮デジサポーター」の養成・活動支援～



100 101 市政研究うつのみや　第20号
2024.3

と「宮デジサポーター」同士の交流を通じたなか

まづくりを図ることを目的とした。

　詳しい講座の内容は，講師が今まで開催してき

たスマホ勉強会で得た，教える際に必要な心構え

などの「ノウハウの共有」や，現状，どの程度ス

マートフォンに関する知識があるのか自身でスキ

ルチェックを行い，わからない部分は勉強してい

ただき，「専門知識の習得」を図る。また，「宮デ

ジサポーター」になったら，自分はどのような活

動ができるかグループで議論を行ったり，宮デジ

サポーター役と相談者役にわかれて，実際の教え

る場面を想定したロールプレイングを実施したり

することで，「活動の促進」を図るものとした。

(4) 受講者の募集

　講座内容が固まってきたところで，いよいよ，

「宮デジサポーター」の募集に踏み切った。受講

者の募集要件は，以下のとおりとした。

　①宇都宮市に在住・在勤・在学の 18歳以上

　②身の周りの高齢者等にスマートフォンの使い

　　方などを教える意欲がある

　③日頃からスマートフォンを利用している

　④３回の講座をすべて受講できる

　この募集要件のもと，令和５年８月１日から８

月 31日までの１か月間，受講者を募集した。受

講者募集の周知は，広報紙や市公式ホームペー

ジ ,ＳＮＳへの記事掲載や，各地区市民センター

へのチラシ配布などを行った。

　結果としては，募集２日目に定員 20名に達し，

定員に達した後も募集を締め切らず，１か月間応

募を受け付けたところ，最終的には 42名の方に

ご応募いただいた。応募者多数につき，11月に

同様の講座を追加で開催することを決定した。

　参考までに，「宮デジサポーター」の募集につ

いては，募集を締め切った後も市に定期的に問い

合わせがあり，「宮デジサポーター」になりたい

ニーズが高いことがわかる。

３　宮デジサポーター講座の実施

(1)当日の様子

　９月開催の講座では 20名の方に受講いただい

た（写真２）。受講者は皆，講師の話を時折メモ

を取りながら，真剣に聞いていた。また，グルー

プでのディスカッションやロールプレイングなど，

受講者同士が交流する時間を多く設けたことによ

り，はじめは知らない者同士であった受講者が，

すっかり打ち解け，和気あいあいとした楽しい雰

囲気で講座は終了した。

　講座の内容について，受講後にアンケートを実

施したところ，理解度・満足度ともに高い評価を

いただいた。

写真２　講師の話を聞く受講者の様子

本市撮影

　講座開催後の感想としては，高齢者に対する接

し方や「宮デジサポーター」の活動や必要性を理

解し，「宮デジサポーター」としての活動を頑張

りたいとの前向きな声が大半であった一方で，自

分に教えることができるか少し不安に感じるとの

声もあった。

　また，応募者多数により，追加開催した 11月

の講座においても理解度・満足度の高い講座を実

施することができた。

９月・11月の講座を経て，合計 40名の方を「宮

デジサポーター」として認定し，認定証を交付した。
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(2) 参加者属性

　ここからは，認定した「宮デジサポーター」の

属性について，紹介する。

図１　宮デジサポーターの年代
筆者作成

図２　宮デジサポーターの性別
筆者作成

　20代から 80代まで幅広い年代の方にご参加い

ただいた中で，全体の 67.5％が 60代以上の高齢

者であった（図１）。また，性別に関しては 60％

が男性であった（図２）。

　「宮デジサポーター」に応募した理由について

は，自分の身の周りの方がスマートフォンの操作

で困っているのでなんとか助けてあげたいという

課題感を持っている方や，シンプルに地域や人の

役に立ちたいというボランティア精神でご応募い

ただいた方がほとんどであった。

　また，「宮デジサポーター」が所属する既存団

体については，以下のとおりであった（表２）。

表２　宮デジサポーターの所属団体（複数回答）

所属団体 人数

自治会 17人

老人クラブ ３人

まちづくり協議会 ３人

社会福祉協議会 ３人

ＮＰＯ法人 ４人

無所属 15人

筆者作成

　最後に，「宮デジサポーター」に自身が取組可

能な活動イメージを回答していただいた（表３）。

表３　宮デジサポーターの取組可能なイメージ（複数回答）

取組可能な活動イメージ 人数

顔見知りの範囲内での質問対応やスマ
ホ勉強会の開催

24人

他の地域や団体に出向いてスマホ勉強
会を開催

17人

市が主催するスマホ講座等の「講師」 15人

市が主催するスマホ講座等の「補助員」 29人

筆者作成

　この結果からわかるように，顔見知りの範囲内

での活動や講座の補助員として活動するなど，ま

ずは自分にできるところから活動を希望する方が

多い。

　今後の課題としては，「宮デジサポーター」の

知識レベルや活動の範囲などの個々の状況は異な

っていることから，実際の活動に繋げていくため

には一人ひとりに寄り添った活動支援を実施して

いく必要がある。

４　おわりに

　以上，「宮デジサポーター」事業を実施した背

景や取組内容，今後の課題について紹介してきた。

　最後に，今後の課題に対する現時点での取組を

少し紹介する。

　１つ目は，「宮デジサポーター」に，市主催や，

今回「宮デジサポーター」の養成講座にご協力い
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ただいた「会いてイ（ＩＴ）なかまの会」主催の

スマホ講座等に見学や補助員として参加してもら

い，人に教えるスキルの向上を図っている。

　はじめは教えることに不安を感じていた方も実

際に補助員として参加してみると，「使い方を教

えると，スマホって便利ですごいねと喜んでもら

えて嬉しかった。」，「新しいスマホの使い方を覚

えた受講者が楽しそうに操作をしていて，こちら

まで楽しさを共有させてもらえた。」などの前向

きな感想をいただいた。

　２つ目は，「宮デジサポーター」同士のなかま

づくり及び活動促進を目的として，令和６年１月

に「宮デジサポーター交流会」を開催した（写

真３）。本交流会では，お茶やお菓子を口にしな

がら「宮デジサポーター」による活動事例発表や，

今後の活動に関するグループディスカッションを

実施した。

写真３　「宮デジサポーター交流会」の様子　

本市撮影

　上記のような活動支援を実施したところ，市が

把握している限り，令和６年１月 31日時点での

「宮デジサポーター」が支援した人数は 253 名と

なっている。

　本事業は今年度から新たに開始した事業のた

め，まだまだこれからの部分も多く，今後も講座

内容の改善や活動支援の充実などを図る必要があ

る。しかし，まずはこの事業に賛同し，共にご協

力いただいた関係機関の皆様，講師の藍原様，「宮

デジサポーター」の皆様に本稿を借りて感謝申し

上げる。引き続き，皆様と共に，同じ目線で楽し

く互いに学び合える場をつくっていきたい。
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